
生徒会入会式を喜び合う 
        ―― １年生が感激した２・３年生の姿勢、行動、態度 ―― 

                ４月１２日（木）の午後は、生徒会の企画による生徒会入会式 

が行われました。入会式の目標は、（１）在校生が、中学校から新 

たに始まる専門委員会活動や部活動の紹介を行うことを通して、 

新入生の不安や悩みを解消し、個々の選択に役立てる（２）在校 

生が新入生に中学生活を紹介することを通して、自己の生活を振 

り返り、これから１年間の学校生活に見通しを見出す、と示され 

ています。さまざまな不安を乗り越え、中学生としての最初の一 

歩を力強く踏み出していってほしいというのが、２・３年生たち 

全員の思いでしょう。そういう思いが１年生にうまく伝わるよう、 

専門委員会の説明や部活動紹介、縦割りのメディシングボール競 

争など、全力で頑張りました。終了後の＜振り返り＞で生徒たち 

が自分の思いを綴りましたので紹介いたします。 

● 私たちのためにこのような会を開いてくれ 

た先ぱいにお礼を言いたいです。委員会や部 

活などすごく楽しく、どの部活にしようかな 

と楽しみながら考えました。もう私も中学生 

なんだなという実感がわいてきました。すご 

く楽しい時間を過ごせてよかったです。 

（１年生女子） 

● 司会が小学校の時の司会より、とてもうま    入会式の主役、1年生の入場 

く式を進めていたので、さすがだなあと思い 

ました。自分たちで自ら仕事をすすんでする 

など、ぼくたちも見習わなきゃなあと思いま 

した。中学生活に早く慣れ、中学生として成 

長していきたいです。（１年生男子） 

● 深中の先ぱいたちはすごいなと思いました。 

ぼくたちみんなのために楽しいレクリエーシ 

ョンを考えてくれたり、部活紹介もすごかっ     1年生代表の誓いの言葉 

たです。部活に入ったら先ぱいたちにわから 

ないところを教えてもらい、来年入学する１ 

年生にわかりやすく教えてあげたいです。 

（１年生男子） 

● 先ぱいがたは、私たちにはないきびきびし 

た行動でした。部活動紹介では、準備がはや 

くて集合もはやくて、とても尊敬します。私 

たちも先ぱい方のように、けじめがあり、き    みんなで楽しんだメディシングボール 

びきびした行動を心がけたいと思います。（１年生女子） 
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授業参観・懇談会・ＰＴＡ総会 

 ４月１３日には、授業参観（５校時）、ＰＴＡ 

総会、学級・学年懇談会が行われました。多く 

の保護者の皆様にお越しいただき、感謝申し上 

げます。ＰＴＡ活動は学校の教育活動同様、子 

どもたちの成長を支えたり、互いに親睦を交わ 

したりしながら学び合える場だと思います。岩 

月前会長を引き継いだ佐藤新会長のもと、各専 

門部の皆様、保護者の皆様、教職員、みんなで 

手を取り合いながら“豊かな学びで世界に羽ばたく生徒”を育てていきましょう。 

スクール・ソーシャルワーカーが深良中に 

   今年度、スクール・ソーシャルワーカーとして山下興亜（やまし

た おきひろ）先生が深良中学校に毎週火曜日、木曜日に来校され

ます。学校での福祉援助業務に従事する専門家です。深良中は、こ

れまでスクール・カウンセラーと心の相談員が専門的な知識を活用

して子どもたちの心のケアを担当してきました。スクール・カウンセラーが「個人」

の理解を起点として発生した問題に対応するのに対し、スクール・ソーシャルワーカ

ーは、それらの個人により構築されている「環境」の理解を起点として発生した問題

に対応いたします。具体的には校内に加え、校外の福祉関連機関等と連絡を取り合い、

子どもたちの支援をしていきます。 
 

 子どもたちの心のケアを担当する専門スタッフ 

 ・スクール・ソーシャルワーカー（山下先生）・・・火曜日、木曜日 

・スクール・カウンセラー（勝又先生）   ・・・火曜日 

・心の相談員（井草先生）                 ・・・月曜日、水曜日、金曜日  
 

郷土の先輩、現早稲田大学総長の鎌田薫氏 

 4 月 10 日付の静岡新聞夕刊のコラム欄に早稲田大学総長である鎌田薫氏の文章が

掲載されました。それによると、氏は小学校 4年生の夏休みまで長泉小学校で学んで

いたとのこと。いちばんの思い出はひんぱんに作文や詩を書いたことで、駿東文園に

掲載されたそうです。“各学年で描いた作品を読み比べると、身の回りの事柄をしっ

かり観察し、的確に文章で表現する力が短期間に飛躍的に向上したことがわかり、幼

い時期のこの教育がいかに重要であるかを再認識させられた。”と述べられています。 

「グローバル・アイ」に取り組む皆さんもきっと世界に羽ばたいていくことでしょう。 

＜３年生男子の感想＞ 

 参加して本当によかったです。１年生がどの部活に入るかわからないけど、どの部活もすば

らしいものを見せてくれた。１年生もたくさん笑ったりして楽しそうだったので、本当によか

ったです。最後のメディシングボールで１，２，３年の絆が少し結ばれたと思います。 

 

山下興亜先生 


